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FDFDへの保存（ファイルメンテナンスの選択）への保存（ファイルメンテナンスの選択）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　（コントロール測定後　　（コントロール測定後※※11）→）→MaintMaint→→ファイルメンテナンスファイルメンテナンス
　　　　　※　　　　　※1 1 コントロールポジションにて測定する必要があります。コントロールポジションにて測定する必要があります。
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FDFDへの保存（ファイルメンテナンス）への保存（ファイルメンテナンス）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　（４つのアイテムが表示される→外部受渡し測定結果を選択。　　（４つのアイテムが表示される→外部受渡し測定結果を選択。

1



FDFDへの保存（内容選択）への保存（内容選択）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　「　　「HDHD→→FDFD」」にになっていることを確認なっていることを確認
　　　　　　　　　→測定結果のボックス中の　　　　　　　　　→測定結果のボックス中の““測定結果測定結果  コントロールを選択する。コントロールを選択する。
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HD→FDになっていることを確認して下さい。

上下のカーソルで移動し、スペースキーを押すと
チャックが入ります。



FDFDへの保存（範囲指定）への保存（範囲指定）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　指定したい範囲の先頭検体をカーソルで選択→　　指定したい範囲の先頭検体をカーソルで選択→EnterEnter→→指定したい範囲の最終検体指定したい範囲の最終検体
　　をカーソルで選択→　　をカーソルで選択→EnterEnter
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FDFDへの保存（範囲指定確認画面）への保存（範囲指定確認画面）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　（範囲指定をするとこのような確認画面がでます）→「はい」を選択　　（範囲指定をするとこのような確認画面がでます）→「はい」を選択
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FDFDへの保存（ファイル名の入力）への保存（ファイル名の入力）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　カーソルでファイル名に合わせます→ファイル名を入力します→　　カーソルでファイル名に合わせます→ファイル名を入力します→EnterEnter
　　　　※　　　　※  この時この時[[ESC]ESC]をを押すとキーボードから直接入力ができます。押すとキーボードから直接入力ができます。
　　　　　　　　　　  もう一度もう一度[[ESC]ESC]をを押すと終了します。押すと終了します。
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FDFDへの保存（への保存（FDFDの挿入確認）の挿入確認）

ＩＮＴＥＲＮＥＴ

【操作手順】【操作手順】
　　　　FDFDの挿入を確認してきます→「はい」を選択します→保存されますの挿入を確認してきます→「はい」を選択します→保存されます
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